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思
想
史
家

著
者
は
、
ペ
ル
シ
ア
帝
国
の

「周

辺
」
に
ギ
リ
シ
ア
文
明
が
、
モ
ン
ゴ

ル
帝
国
の

「亜
周
辺
」

（周
辺
の
周

辺
）
に
西
欧
な
ら
び
に
日
本
の
近
代

世
界
史
シ
ス
テ
ム

（資
本
と
国
家
と

民
族
の
三
位

一
体
）
＝
帝
国
主
義
が

成
立
し
た
と
書
く
。
こ
れ
は

「生
態

史
観
」

（梅
樟
忠
夫
）
や
文
化
人
類

学
等
が
す
で
に
明
示
し
た
歴
史
認
識

で
、
西
洋
＝
文
明

・
非
西
洋
＝
非
文

明
と
す
る
西
洋
中
心
主
義
史
観
の
否

定
だ
。

で
は
著
者
の
独
創
は
な
に
か
。
①

世
界
史
を

「生
産
様
式
」

（
マ
ル
ク

ス
）
の
変
化
で
は
な
く
、
よ
り
包
括

的
な

「交
換
様
式
」
の
変
化
で
読
み

解
き
、
②
歴
史
遺
物
と
化
し
た

「帝

国
」
に
新
し
い
光

（働
き
）
を
見
出

し
、
③
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー

ニ
ン
と
は

異
な

っ
た
方
式
で
、

１９
世
紀
後
半
に

う
ま
れ
世
界
戦
争
の
危
機
を
つ
ね
に

は
ら
む
帝
国
主
義
の
克
服
を
は
か
ろ

う
と
い
う
志
向
だ
。

ペ
ル
シ
ア
、
秦
、
モ
ン
ゴ
ル
等
の

「帝
国
」
は
、
多
く
の
部
族
や
国
家

の
統
合

（支
配
＝
保
護

・
福
祉
）
体

で
あ
る
。
帝
国
主
義
の
よ
う
な

一
民

族
国
家

（英
、
米
、
独
、
仏
、
伊
、

露
、
日
）
の
支
配
＝
膨
張
と
は
異
な

る
。
著
者
は
、
対
立

ｏ
分
裂

・
世
界

戦
争
を
内
包
す
る
帝
国
主
義
を
克
服

あ
る
旧
ソ
連

（共
産

ロ
シ
ア
）
と
ロ

シ
ア
国
家
共
同
体
に
、
清
帝
国
の
後

継
で
あ
る
中
共

（共
産
中
国
）
と
中

国
国
家
共
同
体
に
、
「世
界
共
和
国
」

（世
界
国
家
共
同
体
）
の
祖
型
を
見

い
だ
す
の
だ
。

こ
う
し
て
著
者
は
歴
史
の
遺
物
に

す
ぎ
な
い

「帝
国
」
を
歴
史

（文
明
）

の
中
心
に
据
え
直
し
、
さ
ら
に
２０
世

紀
末
に
歴
史
の
悪
夢
と
し
て
葬
り
去

ら
れ
た
社
会
主
義
共
同
体
∩
帝
国
し

を
歴
史
の
闇
か
ら
再
浮
上
さ
せ
る
。

マ
ル
ク
ス
者
柄
谷
の

「壮
大
な
」
試

み
だ
。

だ
が

「世
界
共
和
国
」
は
、
カ
ン

ト
の

「
水
久
平
和
」
。
「国
際
連
盟
」
、

日
本
国
憲
法
第
９
条

・
「国
際
連
合
」

の
理
念
を
体
現
す
る
と

い
わ
れ
る

と
、
著
者
の

ほ
あ
は
り
に
も
誇
大
な
「観

念
主
義
」
に
果
然
と
す
る
の
は
わ
た

し
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
カ
ン
ト

の

「永
久
平
和
」
の
理
念
は
理
論
的

仮
象
な
の
だ
。

（青
土
社
　
２
３
７
６
円
）

を壮大に読み直す
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